
参考資料―１ 議事録 

平成２６年度土木研究所外部評価委員会議事録 

土木研究所外部評価委員会第１分科会 議事録 

土木研究所外部評価委員会第２分科会 議事録 

土木研究所外部評価委員会第３分科会 議事録 

土木研究所外部評価委員会第４分科会 議事録 
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委員：融雪期の話がメインなので、そこはあまり気にしなくていいと思うので、目的に対してはディグ

リー・デー法で十分な精度の範囲のような気がする。

委員：融雪もそうだし結氷の話も、ちゃんとした基礎の上に応用的な研究をやらないと将来の発展性が

ないというのはそうだと思う。とことん応用的に考えるということと、その応用モデルのバック

となる基礎研究。それを一研究者に求めるとなるとスーパーマンみたいに立派な人が必要だが、

ぜひ基礎研究の上に応用研究が花開いていく形にしてほしい。結氷でも、氷の持つ材料力学的な

難しいことがあるし、流体力学的にやらなければいけない部分もある。その上で応用的にやって

いくと、信頼性も高いような気がする。

低温研の藤吉先生は、レーダで巨大な渦のような流氷が来ているのをとらえるという、流氷レー

ダを最近やっている。NHK も取り上げていたが、せっかくやり始めたのだから流氷レーダをど

う生かすか。それがオホーツク海沿岸でどう接岸していくかを予測し、接岸したことによる河川

や海岸の事前の対策準備、そういうものが続くのではないかと思うが。

委員：私も同じようなことを考えた。それと関連して、例えば重点課題の 1 もそうだし、2 も 3 もそう

だが、同じような環境にある諸外国でどういう被害が出ていて、それをどういうふうに評価して

対策に結び付けているのかという、基礎的な文献でもいいし調査でもいいが、そういう情報を分

析するのも重要なのではないか。それが山田先生のおっしゃった基礎的な研究に基づく対応・対

策であり、すぐにマニュアルをつくってどうのこうのというより、それが将来、寒地土木研究所

の研究としてさらに日本がリードするような成果を出す 1 つのやり方かと思う。

委員：5 年ぐらい前に、ロシア科学アカデミーに呼ばれて西シベリア水文研究所というところへ行った

ことがあるが、融雪や流氷を随分一生懸命やっておられるなという感じがした。地球温暖化のと

きに水の収支や蒸発量などはロシアが一番進んでいて、ブディコという人が 1950 年代から始め

ている。ロシアは必ずそういう先駆的な人が出てくる。寒地土木は、長い目で見たら日本で唯一

ロシアと共同研究できるところかと思うので、国際的な動きに期待したい。

委員：最後の研究課題は内容的にかなり具体的なので、メーカーとの共同研究が考えられるのではない

かと思ったのだが、それはいかがか。

土研：柵メーカーは零細な企業が多く、共同研究をするほどの体力はないところが多い。以前に共同研

究をやっていた会社が途中で倒産したこともあって、今回は単独でやらせていただいている。

委員：北海道には地元の建設会社でアイデアマンはいないのか。東京にいると、日本中の小さい建設会

社にいるアイデアマンが、「こんなものをつくったけれどどこかで使えないか」とよく持ってく

る。そういうのをめざとく見出して育ててあげるのも、地域として必要かと思っている。

 重点研究について、以下のような質疑応答がなされた。（4 課題への助言） 

委員：「極端な暴風雪」の研究の成果は、その 1 つ前に防雪柵の設計や対策があったが、そういうもの

に反映または考慮されるのか。

土研：直接的には反映されないが、防雪柵を付ける付けないという場合に、吹雪対策として必要かどう

かという危険度の評価がある。今までは一冬通じて吹雪あるいは最大積雪深が多いなどという指

標しかなかったが、ここはふだんたくさんは降らないけれど 1 回来るとひどいところだという、

危険度の評価の切り口が変わって追加される。

委員：平均的にどうだこうだではなくて極端に多いとか、事故はそういうときに起きる。だから、それ

を基準に対策をしておかないとだめなような気がする。

土研：おっしゃるとおりだ。そういう意味で、直接ではないが、それがつながっていって防雪対策の設
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